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本論文はブ ラジルか ら日本 に出稼 ぎにきた 日系ブ ラジル人17家族 を調査 し、 とくに家族 内の
女性に焦点 をあてて、彼女 たちの経済的 自立、家庭 内役割 の変化、 生活ス トラテ ジー、 ブラジ
ル と日本 とのギ ャップについて、社会 的アイデ ンティティ ・モデル を援用 して考察 した もので
ある。本論文は以下に要約す る七 つの章か らな る。
第 一 章 課 題 と背景
第 一 章 で は 、研 究 テ ー マ の現 状 と先 行 研 究 を概 観 し、さ らに本 研 究 の四 つ の課 題 を提 示 した 。
1980年代 後 半 、 ブ ラジ ル は不 況 に悩 ま さ れ て 社 会 ・経 済 状 況 が 悪 化 した 。 失 業 者 が 増 加 す る
一 方 、 賃 金 の 購 買 力 が 低下 した。 これ らの経 済 状 況 を 背 景 と して、 外 国 を 目指 して ブ ラ ジル を
出 国 して し ま う人 々 が 目立 つ よ う にな った 。 ア メ リカ合 衆 国 、 ヨー ロ ッパ 、 日本 、 隣 国 のパ ラ
グ ア イ 、 ア ル ゼ ンチ ン、 そ の他 の国 に多 くのブ ラ ジル 人が 移 動 した。
ブ ラ ジル 外 務 省 の推 計デ ー タ に よ る と、1996年現 在 、 ブ ラ ジル の 総 人 口の0.85%が外 国 で 暮
らす(Veja,1996)。ア メ リカ合 衆 国 で 生 活 す る ブ ラ ジル 人 が最 も多 く、次 いで 南 米 諸 国 、 日本 、
ヨー ロ ッパ の 川頁にな っ て い る。
日系 ブ ラ ジル 人 の 日本 へ の 出稼 ぎが 飛躍 的 に 増 加 した の は1990年で 、 日本 政府 が 「出 入 国 管
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理 及 び 難 民 認 定 法 」 を改 正 して か らで あ る。 出入 国 管 理 統 計 に よ る と、2000年現 在 、25万4394
人 のブ ラ ジル 人 が 日本 で 暮 らす 。 日本 在 留 外 国 人 登 録 者 の 上位 を調 べ る と、 韓 国 ・朝 鮮 人 が1
位 で 外 国 人 総 数 人 口の37.7%を占め る。 次 いで 中国 人が19.9%で、 ブ ラ ジル 人 は15.1%で3位と
な って い る。 在 留 外 国 人 の 登 録 者 数 を 男 女 別 で み る と、 平 成6年 か ら現 在 まで 連 続 して 、 総 数
で 女 性 が 男性 を上 回 っ て い る。2000年には 、 外 国 人総 人 口 の52.6%は女 性 で、 男 性 は47.3%で
あ っ た 。 外 国 人 女 性 人 口 を出 身 地 域 別 につ いて み る と、 ア ジ ア か ら来 日 した 女性 が78.3%で高
い割 合 を 占め て い る。 韓 国 ・朝 鮮 人で は 女 性 は52.4%に達 して い る。 中国 人 で は56.1%、フ ィ リ
ピ ン人 で は85.0%が女 性 で あ る。ブ ラ ジル 人 の場 合 、男 性 は55.2%に対 して 女 性 は44.8%で、1990
年 か ら2000年の 間 のデ ー タ を調 べ る と女 性 は増 加 傾 向 に あ る。
日系 ブ ラジル 人 女性 は男 性 と 同様 に1990年の「出入 国 管 理 及 び 難 民 認 定 法」の 改 正 か ら職 種 に
制 限 な く 日本 で就 労 で き る よ う に な った 。 日本 在 留 外 国 人女 性 の就 労 比 率 をア ジア 諸 国(韓 国 ・
朝鮮 、 中国、 フ ィ リピ ン)と ブ ラ ジル を比 較 した 場 合 、 ブ ラ ジル 人 女 性 人 口の就 業 者 比 率 が 最
も高 い 。1990年か ら2001年の在 留 外 国 人 統 計 に よ る と、 日系 ブ ラ ジル 人女 性 の半 数 以 上 は 技 能
工 ・生 産 工 程 に 従 事 して い る。 次 い で 多 い の が サ ー ビ ス産 業 で、 そ の 内 容 は ゴ ル フ 場 の キ ャ
デ ィー 、 付添 い婦 、 家 政 婦 な どで あ る。
Castles(1995)は、世 界 各 地 の人 口移 動 の比 較 研 究 か ら4つ の共 通 傾 向 が 存 在 す る こ と を明
か に した。 そ の一 つ は国 際 移 動 の女 性 化 で あ る。 か つ て は 労 働 移 民 と難 民 の 多 くは 男 性 で あ っ
た。 女 性 は 家族 呼 び寄 せ の範 囲 内 に含 まれ て い た が、1960年代 か ら女 性 は労 働 者 と して 移 動 に
関 わ る よ うに な っ て き た。 例 えば 、 トル コで は女 性 が 男 性 よ り先 に ドイ ツ に移住 した と い う現
象 が あ っ た。
さ らにCastles(1993)は、女 性 と男 性 の 移 住 体 験 が 異 な る こと を指 摘 して い る。 女 性 移 住 者
は、 エ スニ シテ ィ、 ジ ェ ンダ ー に基 づ い て 分 け られ る労 働 市 場 の最 底 辺 に属 す る。 彼 女 等 は低
賃 金 の 労働 力 を 同 国 出 身者 に提 供 し、 移 民 が 移 動 先 で 起 業 し た 中小 企 業 の 生 き 延 び を可 能 にす
る 役割 を果 たす こと も あ る。 そ の例 と して 被 服 産 業 が あ るが 、 この 産 業 分 野 で は エ ス ニ シテ ィ
とジ ェンダ ー に基づ いた複 雑 な分業 パ ター ンが 進行 して い く傾向 が ある とCastlesは述 べ て いる。
一方 、 比較 教 育 の研 究 にたず さわ るCampani(1995)は、 移 民 女 性 は 労 働 力 と し て労 働 市 場
の 周 辺 に属 す る の で はな く、 社 会 の新 し い需 要 に応 じて 正 規 の労 働 市 場 に属 して い る と指 摘 し
て い る。 つ ま り、 女 性 労 働 市 場 の職 種(例 え ば 家 政 婦 、 付 添 い婦 、 エ ンタ ー ・テ イ ナ ー な ど)
は労 働 市 場 の周 辺 に位 置 す る職 業 で は な い と して い る。 そ して 移 住 女 性 は キ ャ リア に 結 び つ か
な い職 にっ いて も、移 動 に よ り独 力で 生 活 す る こ とを 習得 す る(Buchanan,1979:Zlotnik,1995;
Campani,1995)。移 動 は 女 性 に 自 立 を も た ら し、 新 た な 男 女 関 係 を 生 み 出 し て い る
(Morokvasic,1984;Tienda&Booth,1991;Campani,1995;伊藤,1998)。
これ らの研 究 と異 な って 、イ ン ドネ シ ア人 女 性 移 住 者 を研 究 したHugo(1995)は、 既 婚 女 性
が 家 族 を残 して 移 動 した 場 合 、 残 され た 夫 は 家 庭 内の 仕 事(家 事 、 育 児 な ど)に 携 る と報 告 し
て い る。 しか し、 女 性 が 帰 国 す る と、 従 来 の家 族 環 境 に戻 り、 伝 統 的 な 役 割 分 担 に復 帰 す る。
山 中(1999)は、 日系 ブ ラ ジル 人女 性 に 関す る研 究 で 、 女 性 移住 者 は 日本 で 出稼 ぎ を経 験 し
た後 、ブ ラ ジル へ 帰 国 す る と 自立 心 が 高 ま った と感 じて い る こ と を報 告 して い る。 この 結 果 は 、
女 性 未婚 者 、 既 婚 者 に共 通 して い た 。 山 中が い う 自立 心 を具 体 的 に言 え ば 、 日系 人 女 性 が 自分
の意 志 を積 極 的 に表 現 す る よ う にな る こ とで あ る。
本研 究 で は、 先 行 研 究 を踏 まえ て 、 女 性 移 住 者 の 自立 や 生活 ス トラテ ジー が もつ 意 味 とそ の
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機 能、 さ らに異 国生活 による変容過程 を検 討す る。具体 的には以下の4つ の課題 で ある。
第一 の課題 は、女性移住者の 自立の問題 である。自立 とは、「意思決定 における 自己決定権 と、
遂行 におけ る自己管理能 力の こと」(社会学事典,1988)である。 さ らに自立 には3つの要素が
ある。それは経済的 自立、 生活 自立、精神 的 自立である。本研 究では経済 的 自立 と生活 自立の
面か ら検討す る。
第二 の課題は、経済的 自立 と女性移住者 の役割や社会 意識 との関連 を検討す る ことである。
具体的 には、 日本で職種に制限な く就労 できる 日系ブ ラジル人女性 が経済 的に 自立 した場合、
家庭内での役割 に変化がみ られ るのか、 さ らに これ らの経済 的 自立 が女性 の社会 意識 の再編 と
関連す るのか検討する。
第三の課題 は、出稼 ぎ家族 の生活ス トラテジー を分析 して、女性 がそ のス トラテジー とどの
よ うに関わっているのか検 討す る ことで ある。女性 は家族 を経済 的に支 えるために、 あるいは
家族が社 会的上昇を果すた めに国際移動 に参加す ると報告 され ているか らで ある。
第四の課題 は、 出身国で 高い教育水準 と技能 を持つ 日系ブラジル 人女性が 日本でそれ らを必
要 としない職 業に就 いた時、 このギ ャップ を彼女 らが どのように意 味づ けて処理 して い くのか
検 討す る ことである。
第 二章 理 論 的枠 組
第 二 章 で は 、 上記 の四 つ の課 題 を 分 析 す る際 の 理 論 枠 組 み で あ る社 会 的 ア イ デ ンテ ィテ ィ に
つ い て 説 明 し た。 本 研 究 で は社 会 的 ア イ デ ンテ ィ テ ィ を 「集 団 や カ テ ゴ リー の成 員(国 家 ・
性 ・人 種 ・民 族 ・ス ポ ー ツ 団 体 の よ うな 集 団 や カ テ ゴ リー 、 さ らに一 時 的 な集 団 や カ テ ゴ リー)
か ら派 生す る 自己 記 述 で あ る」(Hogg&Abrams,1988)と定 義 す る。 こ こで 、 カ テ ゴ リー は 社
会 的カ テ ゴ リー を示 し、 各 カ テ ゴ リー は相 互 に対 す る 勢 力 ・地 位 ・威 信 を備 え て い る。 社 会 的
カ テ ゴ リー は 個 人 に先行 して 社会 構 造 を構 成 して い る 。 つ ま り、 社 会 は これ らの 社 会 的 カ テ ゴ
リー(民 族 ・性 ・宗 教 ・階級 ・職 業 な ど)か ら成 り立 って い る。 これ らの カ テ ゴ リー は 単独 で
は存 在 しな い 。 カ テ ゴ リー は 相 互 の対 比 で の み意 味 を持 つ。 例 え ば 、 「黒 人」 と い う社 会 的 カ
テ ゴ リー につ い て 考 え る と、 黒 人 と そ うで は な い 人 、 つ ま り対 と な る カ テ ゴ リー との 区 別 に
よ って のみ カ テ ゴ リー は意 味 を も つ こ とが で き る。 さ ら に、 こ う した 社会 構 造 の 中 に 生 れ た 個
人 は、 生 ま れ た 場 所 、 皮 膚 の色 、 家 柄 な どの カ テ ゴ リー に よ り分 類 され る。 個 人 は イ デ オ ロ
ギ ー を内 部 化 し、 肯 定 的 あ る い は否 定 的 な 自己知 覚 を 媒 介 に して、 特定 の社 会 的 ア イデ ン テ ィ
テ ィ を獲 得 し、 そ こに 同 一化 して い くb
この社 会 的 ア イデ ン テ ィ テ ィ ・モ デ ル を用 い る理 由 は、 女 性 移 住 者 が 日本 で 敬 遠 され る職 種
に就 く こ と と、 本 国 で も って い た 社 会 的 地 位 との 関 連 を検 討 す る こ とが 可 能 に な るか らで あ
る。 つ ま り本 国 で持 っ て いた 社 会 的 アイ デ ンテ ィ テ ィ と、 来 日 して か らの社 会 的 アイ デ ン テ ィ
テ ィ との 関 連 性 で あ る。
第 三章 研 究 方法 と フ ィ ール ド
第 三 章 で は研 究 方 法 と フ ィー ル ドに つ いて 記 述 した 。 方 法 と して は、 生 活 史 を 中心 とす る面
接調 査 を行 っ た。 生活 史 法 とは 「個 人 の パ ー ス ペ クテ ィ ヴ、 す な わ ち価 値 観 、 状 況 規 定 、 社 会
過 程 の知 識 、 体 験 を とお して 獲 得 した ル ー ル な ど に ア クセ ス す る方 法 」(中 野,1995)であ る 。
国境 を超 え て 異 国で 生活 す る こ とは 何 を意 味 す るの か を、 この生 活 史 によ り把 握 した 。 そ して
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日系 ブ ラ ジル 人が 語 る人 生 を記 述 ・分 析 ・解 釈 ・編 集 す る作 業 を通 して、 彼 らが 出稼 ぎ現 象 を
ど うみて い る のか 、 さ らには 社 会 的 ア イ デ ンテ ィテ ィ を理解 す る こ とが で き る。
これ まで 国 際 移 動 を説 明 す る の に プ ッ シ ュ ・プ ル モ デ ル が 利用 され て き たが 、 現 在 の 国 際移
動 を理 解 す る に は こ のモ デ ル で は 不 充 分 で 、 移 動現 象 を移 住 者 の ライ フ ・サ イ クル の一 部 と し
て把 握 す る視 点 の必 要 性 が 最 近 の研 究 で 明 らか に さ れ て い る(Hammar,1997)。本 研 究 で も 日
系 ブ ラ ジル 人 の出稼 ぎ現 象 を、 個 人 の 人 生 の な か で独 立 した もの で は な く、 ライ フ ・サ イ クル
の なか に位 置 づ けな くて は 理解 で き な い とい う立 場 に た つ。 この こ と も生活 史 法 を採 用 した 理
由で あ る。
調 査 を行 っ た フ ィー ル ドは、 岡 山県 の総 社 市 と倉 敷 市 水 島、 群 馬県 の大 泉 町 、 宮 城 県 の多 賀
城 市 と塩 釜 市 、 さ らに ブ ラ ジル 帰 国者 の追 跡調 査 と して ブ ラジル のパ ラナ 州 と マ ッ トグ ロ ッソ
州 で あ った 。 フ ィー ル ド調 査 は1995年、 さ ら に1999年か ら2001年まで 実 施 した。 対 象 と した 家
族 は17家族 で あ る。 家族 員 数 の平 均5人 で、子 供 数 の 平 均 は3人 で あ る。 家 族 の ほ とん どが 核 家
族 で あ る。17家族 の う ち9家 族 が 岡 山県 の 総 社 市 と倉 敷 市 、5家 族 が 群 馬 県 の大 泉 町 、3家 族 が
宮 城県 の 多賀 城 市 と塩 釜 市 だ った 。
第四章 日系ブ ラジル人家族の生活 ス トラテ ジー
第四章では文 献調査で 日本 人移民 の生活 ス トラテ ジー とブラジル社会で の社会 的上昇 につい
て記述 した。 さ らに調査結果 にもとつ いて 日系ブ ラジル 人の出稼 ぎ計画 の類型化 を行 った。初
期 の 日本 人移住者 は、ブ ラジルの農村部 に移住 したが、過酷な労働状況で、移住者 の一部は農
業に絶望 し、都市部へ移動 し、新 しい職業 として商業 に従事 した。移住者家族は家族成員 の労
働力よって、徐 々に社会的昇 を果 して いった。一方、農村部 に残留 した移住者は教育 を重ん じ
て子弟 を都 市部 で教育 を受け させ た。 これ らの 日系 ブ ラジル人 の生活 ス トラテ ジーは、前 山
(1982)が提案 したブ ラジル移民の生活ス トラテ ジー ・モデル と一致す る。Cardoso(1995)に
よる と、移住者家族 の都市部への移動は社会上昇 を果すため の手段 の一つであ った。 しか し、
圏70年代後 半に入 ると、ブ ラジル の経済状況が深刻 にな り不景気がつづ いた。都市部 の労働市場
は以 前よ り労働 力を吸収す る能 力が低 下 し、失業者が増 えた(Jannuzzi,2000)。数年前 まで都
市部へ の移動 は、日本人移住者 にとっては社会移動 を果すための有効な手段であった。しか し、
農 業で貯 えた資金 を都市部で小売商、露:店商な どに投資す るのが 困難 にな り、高等教育 を受 け
た移住者 の子弟 は労働力需要の減 少で、学校卒業後 に仕事 に就 けな い状況 にあ る。ブ ラジル の
不況で商業 を生活ス トラテ ジー として いた 日系人は転職せ ざるを得な くな った。彼 らは、新 し
い事業 を起 こすため の資金 を、ブ ラジル以外 に求め るしかなか った。 日本出稼ぎは、 このよ う
な生活ス トラテ ジー を実行 するための手段であった。
Jannuzziは、`60年代 と異な って現在 のブ ラジルの社会構造では社会上昇 を果す のが難 しいと
して いる。そ の理 由は以下の三点 であ る。第一 に、労働力需要の減少 にともない、労働者の選
抜基準が厳 し くな った こと。第二に、40年前 には移動機会が多 く社会移動が実現で きた。 しか
し'80年代 に入 ると、上昇 した家族の次世代が さ らに上昇す るのが相対 的 に難 しくなった こと。
第三 に、現在 の社会構造内で彼 らが上昇す るには、誰かが下降す る必要がある ことである。本
研究 のケースで は、前の世代が築いて きた資産の維持 あるいは本人が築いた資産が以前の よう
に運営で きな くな っていた。 さらに、現在の 社会地位 の下降 も現実 のものであった。以上が 日
系ブラジル 人が転職 を選択 した状況だった。 さらに、彼 らが来 日す る前に どの ような生活 ス ト
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ラテ ジー を持っていたのか を検討 した結果、多数 の対象家族 が事業 の運営 に困 り、転職 を計画
して いた こ とが分か った。 ブ ラジル の経済状況 が悪 化 したため、事業 を維持す るのが 困難 に
な っていた。 出稼ぎ家族は、新 しい事業 に投資す る資金 を、日本出稼 ぎで調達す る ことに した。
つ ま り、 日本出稼 ぎは生活改善策 のひ とつであ り、生活ス トラテジーで もあった。
つづいて出稼 ぎ計画を検討 した。家族 の周期段 階 と、誰が 出稼 ぎに来た のか に焦点 を当てて
分析 した ところ、 家族の出稼 ぎ計画 を7つ の異な るグルー プに分類で きた。
1.子 供のいない家族 の夫婦 出稼 ぎ
2.息 子、 娘 らの 自立を機 に夫婦 出稼 ぎ
3.第 一子が低年齢で親 の単身 出稼ぎ
4.第 一子 が低年齢で家族全員 の出稼 ぎ
5。就 労年齢 にな った息子、娘 を持つ家族の家族出稼 ぎ
6.就 労年齢 にな った息子、娘 を持つ家族の親子出稼 ぎ
7.独 立 した息子、娘 の独身出稼ぎ
これ らの7グ ルー プの分析か ら以下の三 点がわかった。第一 に、子供のいない家族、あ るい
は独立 した子供 を持 つ家族は夫婦で出稼 ぎ に来 る。第二 に、就労年齢 にな る息子、娘 は、学校
を退学 して稼 ぎ手 として 出稼ぎに加わる。 第三 に、独立す る年齢 にな った息子、娘 らは独身者
として 出稼 ぎに来 る。
これ らのグループ のうち、グループ5と7に 関 しては女性移住者の事例 を中心に して分析 を
行 った。グル ープ5に つ いては第五章、グ ルー プ1、7に つ いては第六 章で取 り上げ た。 グ
ループ1に つ いては、対象家族 のなかで、1世 帯が このケース に該当 していた。 この夫婦家族
は結婚す る前か ら出稼 ぎを計画 していた。 結婚 後1年 目に、彼 らは家の改築 と、新 しい事業 を
始 めるた めの資金貯蓄 を目的に して来 日した。来 日前は農 業 を営んでいたが、 出稼 ぎを繰 り返
した末 に農業 をあき らめて新 しい事 業に向けて資金を貯蓄 していった。 夫婦は、刺繍 工房 を開
くた めに資金 をブ ラジル に投資 する予定 でいる。
第五章 宮城県多賀城市 に滞在 する出稼 ぎブ ラジル人家族 の事例
第五章では、就労年齢になった息子、娘 を持 つ家族 の事例 として、宮城県 の多賀城市 に滞在
す る一家族 を取 り上げた。 このケー スで は、就労 年齢 になった息子、娘 らは本 国で学校 を退学
して、労働力 として 出稼ぎに加 わっていた。 資金貯蓄 を 目的 にしていた この家族 は、 日本では
労働 を優先 した。まだ就学年齢 であった息子 は 日本で教育 を受ける ことになったが、親 は 日本
で の教育 に期待 をもたなかった。 家庭 の教育 に対 する関心の低さが、息子 の態度 にも反映 して
いた。親 の実生活の体験か らす る と、学歴が な くて も家族 を支 えてきた。 高学歴 を持 つ ことで
安定 した暮 らしができる保証 はない し、高 い学歴 を 目指 させ るゆ とりもない。娘が述 べるよ う
に、 目的 を達成する まで出稼 ぎを繰 り返す予定 である。 学校は出稼 ぎの後 の ことになる。 この
家族の息子、娘は、技能 ・知識 を身に付 ける ことな く、 日本に来る前に学校 を辞 めた。 日本で
は単純労働 をこな し、事業 を起す ために資金 を貯蓄 している。現在 の職業経験、知識 か らは彼
らが将来 に選択できる職種 は限 られ ている。
母親 も就労 してお り、母親、息子、娘 は家族 の集合財 の配分、意思決定 に参加 して いた。 こ
の家族 の母親は家庭内で 占める位置 は大 きか った。母親 は家族か ら来 日す るための手続 きす べ
て を任 され、来 日中 にも仕事 に関す る問題(長 男 の解雇 問題、 長男 と上司 との摩擦、在留資格
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の更新)、次男 の教育 問題 な どにつ いて の解 決方 法 を任 され ていた。来 日前か ら母親が 占める
位置は大き く、異国で 団結 して生活 して いた この家族は母親 を頼 りにしていた。 さ らに、 この
家族関係の 中で、母親 は家族 をまとめる役割 を果た して いた。
第六章 岡山県総社市、倉敷市水島の 日系人女性移住者
第六章では、岡山県 で調査 を実施 した女性移住者 を来 日直後 に未婚 者で あったか、既婚者で
あったかによって、2つ のグループに分 けた。それによって、対象女性の出稼 ぎ体験を分析 した。
まず 出稼 ぎ 目的を検討す ると、多数 の未婚女性移住者は、来 日の初期 は経済 的 自立を 目指 し
て出稼 ぎを選 んでいることが分か った。ブ ラジルでは、ホ ワイ ト ・カ ラー職 についていた未婚
女性でも、経済 的に満足で きる収入 を得 られず 、 また昇進す る見通 しもな い。高学歴 を持つ女
性は大学 で得 た技能 ・知識 を生かす ことを選択 しな いで、 日本出稼 ぎを選 んでいた。 ブラジル
の魯90年代 の経済事情 を考慮に入れ ると、出稼ぎは安定 した収入が得 られる手段 のひ とつであっ
た ことが分 かる。経済 的自立 を目指 して いた未婚女性は出稼 ぎ を繰 り返 し資金貯蓄す る。
次に対 象 とした女性 たちにとって経済的 自立が何 を意味す るか を調べた。 その結果、 自立 と
は親 の支援 に頼 らず一人で生活がで きること、 家 あるいはアパー トを購入す る ことで あった。
しか し、結婚す る とこの目的 は一変 し、貯蓄 した資金は家族が事業 を起 こすために投資 される。
既婚者 の場合 は、家族で新 しい事業 を起 こすための出稼 ぎであった。 これ らのケース を検 討す
る と、 家族 出稼 ぎではな くて も、女性は結婚する と貯蓄 した資金 を家族が事 業を起 こす ために
投資す る ことが分か った。
職 業経験 を調べ ると、ブ ラジルで就職経験 を持たな い未婚 女性は、学歴 があっても 日本では
単純労働 に従事 し、知識 ・技能を発揮する場がない。 出稼 ぎ生活が長期化す るにつれ、本 国で
の就職経験が ない彼女等がブ ラジル に帰国 して も、新卒者が労働市場に加入す るため、 または
経験 ・知識等 の遅れで労働市場に加わるのが困難である。 ホ ワイ ト ・カラー職 につ いて いた就
職経験者女性 にも同様な ことが言え る。 帰国 して も彼女 らは前職に復 帰 しない。
第七章 総 括
女性移住者 の全員が来 日して初 めて電機 または 自動車部品工業で単純労働 に従事 して いた。
それ まで は無縁だ った単純作業の現場で働 くことは、 彼女 らに とって社会地位が低 くな った こ
とを意味す る。 この単純作業に従事 している ことを合 理化す る意 味づけ(例 えば 「一時 的なも
のだか ら」 「仕 事は単純で あって も、他 の人 と違 って完壁 に作業 を こなせ る」な ど)を して、
自分 の社会的地位 を維持 しよ うとする。 ブ ラジルで高学歴 を持つ 日系人女性 は、短期間で多額
の資金が貯蓄で きることへの期待 か ら、 単純労 働 を行 うことに抵抗 を感 じない。 出稼 ぎが 長期
化 して も、彼女 らは単純作 業を行 う ことに抵抗 がない。彼女 らは来 日目的 を達成 して い くこと
で、本来 の自分は単純労働 者ではな く、現在 の 自分は一時的に単純労働者 であるにす ぎない と
自分 の社会的 アイデ ンテ ィティを確 認 していた。さ らに、た とえ出稼 ぎが長期化 して いって も、
出稼 ぎは一時的な ものである と意 味づけ している。
職場で の人間関係を検 討す る と、 工員 との摩擦 がみ られ た。 それ はコミュニケー シ ョンの問
題、意志疎通 の問題、価値観の相 違 に関する問題 であった。 出稼 ぎの初期 には言葉が理解 でき
な いことで作業 に支障があ り、摩擦 が起 こる ことがあったが 、 日本での生活 に慣れ ると、 ほ と
ん どの女性は この問題 を乗 り越 えていた。対象 者たちは 日本 語能力が上達す る と、職場 の複雑
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な人間関係 を察知 し、距離 を保ちなが ら同年齢 の 日本 人女性 同僚 と接す る。対象者た ちは 自集
団(日 系ブ ラジル人女性)と 他集団(日 本人工員女性)を 比較 しなが ら、両集 団の相違点、類
似 点を意識す るようになる。そ して、 どち らかの集 団に属す るか、 あるいは どち らにも属 さな
い こととなる。前者 のケースでは、職場でブ ラジル人 同士で集結 して しまう。後者 のケースで
は、 トラブル に巻 き込 まな いよ うに一人で行動す る。ケース を検討す ると、彼女 らが どの集 団
に属す るかは、 自分がそ の集団 をどう判断 し、評価(肯 定的 ・否定的)す るか によって決定 さ
れて いる ことが分 った。
出稼 ぎ体 験 を通 して、未婚女性 の場 合は、 自分 が 日本 人ではない(民 族性)、単純労働 者で
はな い(職 種、社会地位)と の社会 的アイデ ンテ ィテ ィを獲得する。 さらに来 日前の社 会的地
位 と 日本で の現状 との相異を合理 化する意 味づけ を行 う。ブ ラジル帰国後 、経済的 に自立でき
た彼女 らに対 し、.親の期待 は結婚 である。そ のため実家 に戻って も居場所 がない。 また出稼ぎ
体験後 、彼女 らは来 日前の生活 レベル に戻 る ことに も違和感 がある。 日本 での生活 に慣 れた彼
女 らにはブ ラジルの地域社会へ の再適応が必要 となる。 この段階では、経済 ・生活 面で 自立 し
た彼女 らが、残 留家族 による来 日前 の役割期待 と、移動過程 で変化 した意識 とのはざまで違和
感 を体 験する ことになる。他方で、既婚女性 の場合、 日本で従 来の役割 を果 た し、育児 と職業
を両立す るケースが あった。
今後 の課題 は、帰 国 した女性 に求め られてい る役割期待 と、移動 によ り再編 された彼女 らの
社会 的アイデ ンティティとの関係 を検 討す ることで ある。家族 が女性 に求め る役割 と社会 的ア
イデ ンテ ィティ との一致 ・不一致は、移動体験 に特殊な ものなのか、単 に女性が家族か ら独立
して い く過程で起 きるものなのか、詳細 に調べ る必要が ある。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、ブ ラジルか らの出稼 ぎ者 の家族 と女性 に焦点 をあてて、生活ス トラテジーの選択 、
出稼ぎ による経済的 自立、 家庭 内役割 の変化、将 来展 望な どを社会的アイデ ンティティ理論に
依拠 して、 フィール ドワークの知見 をも とに論 じた ものであ る。
第1章 「課題 と背景」 では、 日系ブラジル 人社会 に 日本への稼 ぎが生 じた経済 的背 景 と本研
究での課題が詳述 され る。1980年代後 半か らのブ ラジル の社会 ・経済状況 の悪化 にともない失
業者が増加 し、 日系人の 日本移動 にか ぎ らず、南米諸 国、 アメ リカ合衆国、 ヨー ロッパへ の移
動が活発化 した。 日本における在 留外 国人の登録者数の性差 は、1994年か ら現在 まで連続 して
女性が男性 を上回 り、2000年には外 国人総 人 口の52.6%は女性 である。 日系ブ ラジル人女性 の
半数以上は技能 工 ・生産工程 に従事 し、以下、サー ビス産業(ゴ ル フ場 のキ ャデ ィー、付添 い
婦、家政婦 な ど)である。そ こか ら論者は4つ の課題 を設定す る。(1)女性移住者の経済的 自立、
生活 自立の問題。(2)経済的 自立 と女性移住者 の役割や社会意識 との関連。(3)出稼 ぎ家族 の生活
ス トラテジーにお ける女性 の役割。(4)高い教育水準 と技能 を持つ 日系ブ ラジル人女性が 日本で
それ らを必要 としな い職業 に就いた時、 このギ ャップ を彼女 らが どのよ うに意味づけて対処 し
て い くのかの検討で ある。
第2章 「理論 的枠 組」では これ ら4課 題 にアプ ロー チす る 中核理 論 と して社会 的 アイデ ン
ティティ理論 に依拠す る。社 会的アイデ ンテ ィテ ィを 「集団カテゴ リーか ら派生す る 自己記述
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であ る」で ある とす る。社会 構造 を構 成 して いるのは個 人 に先行す る社会 的カテ ゴ リー(民
族 ・性 ・宗教 ・階級 ・職業な ど)で あ り、各カテゴ リー は相互 の対 比でのみ意 味をもつ。個 人
は、生 まれた場所、皮膚の色、 家柄 な どのカテゴ リーによ り分 類され、そ のイデオ ロギー を内
面化 し、肯定的あ るいは否定的な 自己知覚 を媒介 に して特定 の社会 的アイデ ンテ ィテ ィを獲得
しそれ に同一化 してい く。論 者は社 会的アイデ ンティティ ・モデル を用 いる理 由 として、女性
移住者が 日本で敬遠される職種 に就 くことと、 ブラジルで占めていた社会的地位 との関連 を検
討す ることが可能 となるか らである とす る。
第3章 「研 究方法 とフィール ド」で は、主要 な方法 として 生活史法 をと り、そ れは個 人 の
パー スペ クテ ィヴ、すな わち価値 観、状況規 定、社会 過程 の知 識、体 験 を とお して獲得 した
ルールな どにアクセ スす る方法で ある とす る。 日系ブラジル 人が語 る生活史 を聞 き取 り、それ
を記述 ・分析 ・解釈 ・編集す る作業 を通 して、国境 を超 えて異 国で生活す ることの意味、 出稼
ぎの主体 的評価、 さ らには社会的 アイデ ンテ ィテ ィを理解 しようとす る。 日系ブ ラジル人 の出
稼 ぎ現象を、個人の人生のなかで独立 した もので はな く、 ライ フ ・サイ クル のなか に位置づ け
は理解 する視点 を強調す る。調査 フィール ドは、 岡山県 の総社市、倉敷市、群馬県の大泉町、
宮城県 の多賀城市、塩釜 市、さらにブ ラジル帰国者の追跡調査 のためブラジルのパ ラナ州 、マ ッ
トグ ロッソ州 に広が り、対象家族は17家族で あった。
第4章 「日系ブ ラジル 人家族 の生活ス トラテジー」では、まず 日本人移民の生活 ス トラテ ジー
の動向が移住 初期か ら1970年代 まで概観 され る。都 市への移 動は、 日本 人移住 者に とっては社
会上昇を果す ための有効な手段であ ったが、1970年代後半か らブ ラジルの経済状況が深 刻化 し、
商業な どの 自営業 の維持が困難 にな り、高等教育 を受 けた移住者の子弟には労働力需要が減少
し、 生活 ス トラテ ジー の転換 を迫 られ、そ の一つが 日本への出稼ぎであった。 家族 ・個 人の出
稼 ぎ計画は、家族の周期段階によって異なった様相 を示 し、以下の7つ 類型が析 出された。①子供
のいない家族 の夫婦 出稼 ぎ、②息子、娘 らの 自立 を機 に夫婦出稼ぎ、③第 一子が低 年齢 で親の
単身出稼 ぎ、④第一子が低年齢で家族全員の出稼 ぎ、⑤就労年齢 になった息子、娘 を持 つ家族
の家族 出稼 ぎ、⑥就労年齢 になった息子、娘 を持つ家族の親子 出稼 ぎ、⑦ 独立 した息子 、娘の
独 身出稼 ぎ。 さ らな る分析で出稼 ぎの展開 には3段 階が区別 された。第1に 、子供 のいない家
族、 あるいは独立 した子供 を持つ家族は夫婦で出稼ぎ に来る。第2に 、就 労年齢 になる息子、
娘 は、学校 を退学 して稼ぎ手 として出稼 ぎ に加 わ る。 第3に 、独立する年齢 になった息 子、娘
らは独 身者 と して出稼 ぎに来る。 要する に、出稼 ぎ家族の主た る動機 は事 業に投資す る資金を
日本出稼 ぎで調達す る ことで あ り、 日本 出稼 ぎ は生活改善策 のひ とつ と しての生活 ス トラテ
ジーで もあった とする。
第5章 「宮城県多賀城市に滞在 す る出稼 ぎブラ ジル人家族 の事例」 では、 シルバ家 と仮称 さ
れ る親子5人 についての3年 におよぶ詳細 な事 例研究 である。一家の家族史 とブラジル のマ ッ
トグ ロッソ州 の小都市か ら資本蓄積 のため 日本への出稼 ぎを決断するまで の経緯、来 日前後 の
家族間の見通 しの差異、家族4人 が働 く職場環境 と人間関係 、 日本語 の壁、 中学 生の次 男の 日
本 の学校へ の適応状態 と家族 の対応、 家族 が解 決を迫 られる諸問題(長 男 の解雇 問題、 長男 と
上 司との摩擦、在 留資格 の更新)へ の対応、ブ ラジルへ の帰国、再出稼 ぎでの来 日、職業移動、
日本の生活 に川頁応 してい く子 どもたち と両親 の齪翻、母親 のはたす重要な役割、家族成員それ
ぞれの将来展望な どが、 日本での面接 だけでな く、 ブ ラジル への追跡調査 によって記述 されて
お り、説得力 をもつ。
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第6章 「岡山県総社 市、倉敷市水 島の 日系 人女性移住 者」 は、論者が岡山県総社 市で1994年
に 自動車 工場 の作業現場で共 に働 いて ラポー トの形成 されてい る対象者 とその家族 の追 跡調査
である。調査対象女性 を未婚の来 日者 と既婚 の来 日者 に大別 して、出稼 ぎの背景 と動機 、 日本
での生活 と態度変容 を多角的 に分析 している。 出稼ぎの 目的 を比較検討 し、未婚女性 の場合に
はブ ラジルではホワイ ト・カ ラー職 についていて も満足できる収入 を得 られず、 昇進 の見通 し
もないため、 高学歴女性は大学で取得 した技能 や知識 を活かす生かす選択 が不 可能 で 日本出稼
ぎを選 んでお り、 自宅購入、生活 資金蓄積 な どにむけた 「経済的 自立」の動機づ けが高 い。既
婚 者の場 合は、家族 による新 しい事業の起 業 目的が多か った。
第7章 「総括」では、(1)出稼 ぎ家族の生活 ス トラテ ジー と女性移住者、(2)日系女性 の社会 的
カテゴ リー、(3)日系ブ ラジル人の社 会的アイデ ンテ ィテ ィの再編の3課 題 について調査 の知見
を総括 して いる。高学歴 の女性移住者 が単純作業 に従 事す る心理 的抵抗 感 を、 「一時的な もの
だか ら」 「仕 事は単純で あって も、他 の人 と違 って完壁 に作業 を こなせ る」 な どと合理化 して
意 味づ けてい く。 出稼 ぎが長期化 して もこれを変えないで社:会的アイデ ンティティを確 認 して
自分 の社会 的地位 を維持 しよ うとする。職場 での人間関係 では、初期にはコ ミュニ ケー シ ョン、
意志疎通、価値観 の相違な どか ら摩擦を経験す るが、 日本語能力が上達す る と、職場 の複雑な
人間関係 を察知 し、 自集団(日 系ブ ラジル人女 性)と 他集団(日 本人工員 女性)を 比較 しなが
ら、両集 団の相違点、類似点を意 識するよ うにな り、 どち らかの集 団に属す るか、 あるいは ど
ち らにも属 さな いス トラテジーを選択す る。未婚 女性 の場合 、出稼 ぎ体験 を通 して、 自分 が 日
本人で はない(民 族性)、単純 労働者ではな い(職 種、社会地位)と の社会 的アイデ ンティテ ィ
を獲得 し、来 日前 の社会的地位 と日本での現 状 とのギ ャップ を合理化する。 ブラジル帰 国後、
経済 ・生活面で 自立 した彼女 らが、残留 家族 による来 日前の役割期待 と、移動過程で変化 した
意識 とのはざまで違和感 を体験す る ことになる。 さ らに 日本での生活 に慣れ た彼女 らはブ ラジ
ル の地域社会へ の再適応が求め られる ことになる。
本論文 は、 日系ブ ラジル人二世 ・三 世の出稼 ぎ者について社会心理学の立場か らアプロー チ
したフィール ドワー クの集成である。 近年、南米 諸国か らの 日系人出稼 ぎ者の実態調査 が各方
面か ら進 め られてい るが、 本研究 者は女性 を主 たる対 象に して、出稼 ぎを、労働者 として よ り
はむ しろライ フサイ クル にわたる生活 者の体験 として と らえなおす視 点に立つ。そ こか ら、 出
稼 ぎ という生活ス トラテ ジーが選 択されるにいたるブ ラジルの経済変動や 日系人社会 の動向、
日本で の労働が もた らす経済的 自立、 高学歴者 が単純 労働に就労する ことの心理 的抵抗感 の主
体 的意味 づけ、 自立後 の家族内役割 の変化、 さ らに出稼 ぎ体 験がブ ラジル 帰国後 の生活 と態度
におよぼ す影響 を主要 な課題 にしている。 調査 地域は岡 山 ・群馬 ・宮城の3県 にわた り、 帰国
した対象 者をブラジルへ 出向いて追跡調査 してい る。論者 自身が 日系ブラジル人三世 として 自
動車部 品工場 の作業現場 に長期間就労 した経験 とあい まって、課題の設定 と分析視角 は説得 力
をもつ。長期 間にわた って収集 した豊富な資料 が 日本語表現 力の限界 もあって十分 には分析記
述できず にいる面は残すが、 これまで見落 とさがちで あった女性の国際移 動 に注 目して、生活
ス トラテ ジー の選択 と社会的 アイ デ ンティテ ィの再構築 過程 を対象 者 に密着 して追究 した 本研
究 は、今後 の移 民研究 に新たな視 点 を切 り開 く業績であ ると評価できる。
よって、本論文 の提 出者は、博 士(文 学)の 学位 を授与され るに十分な資格 を有す るもの と
認め られる。
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